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緑の地球新聞

尾
瀬
が
抱
え
る
多
く
の
課
題

①
少
雪
と
温
暖
化

尾
瀬
に
は
寒
冷
な
気
候
を
好
む
北
方

由
来
の
植
物
や
日
本
の
固
有
種
、
高
山
植

物
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
冷

温
か
つ
多
雪
の
条
件
が
欠
け
て
し
ま
う

と
、
生
息
す
る
こ
と
が
極
め
て
む
つ
か
し

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
今
、
少
雪
と

温
暖
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

先
ず
降
雪
量
で
す
が
、「
特
別
豪
雪
地

帯
」
に
指
定
さ
れ
る
檜ひ
の

枝え

岐ま
た

村
の
降
雪
量

は
、
過
去
30
年
間
の
平
均
で
約
１
，
２
０ 

０㎝
で
あ
り
、１
９
９
０
年
代
後
半
に
は
２
，

０
０
０
㎝
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
降
雪
量
は
極
度
に
少
な

く
、
２
０
１
６
年
は
６
９
６
㎝
、
２
０
２
０

年
は
８
２
６
㎝
、
２
０
２
１
年
は
９
９
３
㎝

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
温
は
冬
期
、
夏
期
と
も
上
昇

傾
向
で
す
。
尾
瀬
の
夏
日
（
日
最
高
気
温

25
℃
以
上
）
及
び
真
夏
日
（
日
最
高
気
温

30
℃
以
上
）
の
発
生
日
数
は
、
右
肩
上
が

り
で
す
。
尾
瀬
で
は
数
年
前
ま
で
「
真
夏

日
」
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
２
０
１
６
年
以
降
急
速
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
は
、
一
つ
一
つ
の
気
象
変

動
を
激
し
く
し
、
風
、
雪
、
雨
の
降
り
方

ま
で
変
え
、
そ
れ
に
伴
い
植
生
、
生
物
分

布
、
生
態
系
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
す
。「
少
雪
と
温
暖
化
」
を
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
シ
カ
の
食
害

１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、
全
国
的
に

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
爆
発
的
増
加
に
よ
る
農

業
、
林
業
、
牧
畜
の
被
害
が
顕
著
に
現
れ

は
じ
め
ま
し
た
。
80
年
代
後
半
に
は
シ
カ

害
は
勢
い
を
増
し
、
亜
高
山
帯
や
湿
原
ま

で
入
り
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
尾
瀬
に

お
い
て
も
１
９
９
０
年
代
前
半
よ
り
シ
カ

尾
瀬
の
現
状
と
取
り
巻
く
課
題（
第
２
回
）

　

前
号
（
第
１
回
）
で
は
、
①
緑
の
地
球
防
衛
基
金
と
「
尾
瀬
」
の
係
わ
り
、
②
尾

瀬
国
立
公
園
の
特
長
と
し
て
、
全
地
域
が
特
別
地
域
と
し
て
保
護
さ
れ
る
特
別
な
国

立
公
園
で
あ
る
こ
と
や
、
生
き
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
観
光
客
に
よ
る
自
然
破
壊
を
は
じ
め
、
国
立
公
園
尾
瀬
の
環
境
は
危
機
的
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
尾
瀬
が
抱
え
る
多
く
の
悩
み
や
課
題
と
し
て
、
①
少
雪
と
温
暖
化
、

②
シ
カ
の
食
害
、
③
外
来
植
物
の
繁
茂
、
④
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
昭
和
の
負
の
遺

産
問
題
、
⑤
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

雪のない大江湿原（2016年5月5日撮影）。例年この時
期、大江湿原の残雪は1ｍ以上ありますが、2016年はゼ
ロでした。雪解けが早いと高山植物への影響に加えて、
シカの移動開始が早まるので、残雪状況を注視していく
必要があります

＜2020 年尾瀬‒主な気象記録＞
（観測地点 / 山の鼻 / 標高 1,400m）

〇 最高気温 -33.2℃（8 月 20日）
（第 1 位タイ記録。2018 年 7月19日に
観測した33.2℃に並ぶ、観測開始以降
の最高気温を示現）

〇 8 月夏日日数 – 過去最高記録の 28日
（2020 年 8月の気温は高温状態が続き､
夏日日数が 28日に達する）

〇 2020 年夏日日数 – 過去第 2 位の 46日
（2018 年の夏日52日に次ぐ46日を示現）

檜枝岐村の過去30年間の
平均降雪量  年1,200cm

直近6年間の推移
年 降雪量

2016年 696
2017年 1387
2018年 906
2019年 1098
2020年 826
2021年 993
気象庁HP【単位/cm】
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の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
生
態
系
へ
の
不
可

逆
的
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
シ
カ
は
ど
こ
か
ら
？
〉

尾
瀬
国
立
公
園
で
は
、
２
０
０
８
年
よ

り
シ
カ
の
行
動

を
把
握
す
る
た

め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首

輪
に
よ
る
シ
カ

の
追
跡
調
査
を

実
施
し
て
き
ま

し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

追
跡
の
デ
ー
タ

解
析
に
よ
り
、

日
光
（
足
尾
方
面
、
男
体
山
方
面
）
と
尾

瀬
を
季
節
ご
と
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
解

明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
体
群

が
季
節
移
動
の
際
に
集
中
的
に
「
通
過
す

る
箇
所
」
も
、
追
跡
デ
ー
タ
よ
り
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

シ
カ
は
毎
年
３
～
５
月
中
旬
に
か
け

て
、
日
光
方
面
よ
り
30
㎞
離
れ
た
尾
瀬
に

群
れ
で
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
10
月
中
旬

か
ら
12
月
中
旬
に
は
、
尾
瀬
を
出
発
し
て

日
光
方
面
に
戻
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
季

節
移
動
経
路
は
国
道
４
０
１
号
線
、
丸
沼

周
辺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の

で
、
近
年
、
シ
カ
の
捕
獲
と
と
も
に
、
要

所
に
シ
カ
柵
の
設
置
を
行
い
、
尾
瀬
の
シ

カ
の
影
響
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
外
来
植
物
の
繁
茂

「
尾
瀬
の
外
来
植
物
広
が
る　

第
４
次

学
術
調
査
で
在
来
種
絶
滅
の
恐
れ
」。
こ

の
見
出
し
は
、
２
０
１
８
年
１
月
11
日
付

全
国
紙
の
表
題
で
す
。
学
術
調
査
団
の
報

告
会
に
お
い
て
研
究
者
か
ら
、
尾
瀬
の
特

別
保
護
区
内
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
多

年
草
「
コ
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
」
な
ど
の
外

来
種
植
物
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

コ
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
は
全
て
の
山
小

屋
周
辺
で
生
育
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
株
数

尾瀬ヶ原ヌタバ（シカが体に付いたダニを落とすため､泥あ
びした箇所）。
はがされた泥炭層は、回復するまでに20年以上かかります

た
。
併
せ
て
山
小
屋
は
湿
原
に
穴
を
掘
っ

て
糞
尿
の
み
な
ら
ず
、
ビ
ン
、
缶
、
ヤ
カ

ン
、
乾
電
池
、
ト
タ
ン
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
埋
め
て
い
ま
し

た
。
山
小
屋
に
加
え
て
環
境
省
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
ら
も
共
同
で
不
法
投
棄
を
し
て
い

た
事
実
は
、
長
蔵
小
屋
裁
判
の
中
で
判
明

し
て
い
ま
す
。

檜
枝
岐
村
沼
尻
地
区
で
は
、
不
法
投
棄

し
た
廃
棄
物
が
地
層
状
と
な
り
、
地
層
の

高
さ
は
１
ｍ
以
上
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

不
法
投
棄
は
山
小
屋
が
立
地
す
る
尾
瀬

沼
、
沼
尻
、
見
晴
、
温
泉
、
山
の
鼻
な
ど

各
所
で
見
つ
か
り
、
２
０
０
７
年
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
な
が
ら
撤
去
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

し
か
し
檜
枝
岐
村
沼
尻
地
区
で
は
、

口
先
で
は「
完
全
撤
去
」と
言
い
つ
つ
も
、

撤
去
作
業
は
実
質
２
０
０
７
年
の
み
で
し

た
。
環
境
省
は
、
こ
れ
以
上
の
撤
去
作
業

は
植
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
と
理
屈

は
在
来
種
で
あ
る
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
の
10

倍
以
上
あ
り
、
一
部
で
は
二
つ
の
種
が
交

雑
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
山
小
屋
へ
の

物
資
や
工
事
用
資
材
搬
送
の
際
に
運
び
込

ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
さ
れ
、

学
術
調
査
団
か
ら
「
外
来
種
と
混
じ
り
合

う
こ
と
で
、
在
来
の
純
粋
種
が
絶
滅
す
る

恐
れ
が
あ
る
」と
の
驚
き
の
報
告
で
し
た
。

「
尾
瀬
を
守
る
会
」
の
加
盟
団
体
で
あ

る
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
毎
年

の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
外
来
種
は
、
オ
ラ

ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
／
欧
州
産
）

ほ
か
30
種
を
超
え
、
ま
た
研
究
者
よ
り
至

仏
山
の
山
頂
で
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
報

告
ま
で
あ
り
ま
す
。

尾
瀬
の
植
物
相
の
文
献
に
は
、
外
来
種

侵
入
に
対
し
対
応
策
を
急
ぐ
よ
う
、
た
び

た
び
警
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
で

は
も
う
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
、
尾

瀬
の
湿
原
奥
深
く
ま
で
侵
入
を
許
し
、
拡

散
か
つ
群
生
化
し
て
い
る
有
様
で
す
。

④
昭
和
の
「
負
の
遺
産
」

尾
瀬
沼

で
は
ハ
イ

カ
ー
に
よ

る
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
、

山
小
屋
に

よ
る
台
所

や
風
呂
の

汚
水
の
垂

れ
流
し
が

続
き
ま
し

ミズバショウの湿原を埋めるオランダガラシ（大きな
葉はミズバショウ）

不法投棄物の撤去作業に携わるボランティアの皆さんと
搬出される大量のゴミ（2007/6/27撮影）

不法投棄現場（2020/9/10 撮影）

ＧＰＳ首輪を装着
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を
付
け
て
撤
去
作
業
自
体
を
止
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。

尾
瀬
の
自
然
は
良
く
守
ら
れ
て
い
る

と
い
う
人
も
多
い
で
す
が
、
一
歩
裏
に
回

れ
ば
特
別
保
護
地
区
と
い
う
国
宝
級
の
箇

所
で
さ
え
、
こ
の
あ
り
さ
ま
で
す
。
た
だ

う
ま
く
人
目
に
付
か
ぬ
よ
う
隠
し
て
い
る

だ
け
で
す
。

⑤
新
た
な
難
問
―
国
立
公
園
管
理
政
策

ま
た
新
た
な
難
問
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
称
さ
れ
る
国
立
公
園
管
理
政
策

で
す
。
環
境
省
が
数
値
目
標
と
し
て
、
国

立
公
園
に
１
，
０
０
０
万
人
の
外
国
人
観

光
客
誘
致
の
た
め
、
国
立
公
園
内
の
特
別

地
域
に
、
分
譲
型
ホ
テ
ル
建
設
を
認
め
る

と
い
う
も
の
で
す
。
対
象
は
全
国
の
国
立

公
園
で
す
。

日
本
政
府
は
２
０
１
５
年
11
月
に
、
多

く
の
外
国
人
の
訪
日
を
期
待
し
観
光
立
国

を
目
指
す
た
め
の
「
明
日
の
日
本
を
支
え

る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
会
議
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
」

に
基
づ
き
、
環
境
省
の
「
国
立
公
園
満
喫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
動
き
出
し
ま
し
た
。

「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
」
は
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
訪
日
外
国
人
４
，
０
０
０
万
人

（
訪
日
外
国
人
消
費
金
額
８
兆
円
）、

２
０
３
０
年
ま
で
に
同
６
，
０
０
０
万
人

（
消
費
金
額
15
兆
円
）
と
の
観
光
先
進
国

を
目
指
す
も
の
で
し
た
。

環
境
省
は
、「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
行
す
る
た
め
に
、
ま
ず

国
内
34
国
立
公
園
の
中
か
ら
８
公
園
を
選

定
し
、
そ
の
公
園
に
対
し
「
自
然
環
境
整

備
交
付
金
」
な
ど
の
補
助
金
を
支
出
し
な

が
ら
、
外
国
人
誘
致
の
取
り
組
み
を
集
中

的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。「
国
立
公
園

満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
終
的
な
方
針

は
、
８
国
立
公
園
の
み
で
は
な
く
「
全
国

展
開
」
を
図
り
、
加
え
て
自
然
公
園
法
等

の
制
度
の
見
直
し
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
は
２
０
１
９
年
９
月
、
全
国
の

国
立
公
園
の
特
別
地
域
に
対
し
て
、
分
譲

型
ホ
テ
ル
及
び
企
業
保
養
所
の
設
置
が
で

き
る
よ
う
に
改
正
省
令
を
発
出
し
ま
し

た
。
目
的
は
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
、
実
現
化
す
る
た
め
、

つ
ま
り
１
，
０
０
０
万
人
外
国
人
誘
致
、

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
建
設
の
た
め
で
す
。
既

に
尾
瀬
の
山
小
屋
の
１
つ
は
、
こ
の
「
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企
業
ス

ポ
ン
サ
ー
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
国
立

公
園
内
の
ツ
ア
ー
の
企
画
、運
営
や
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
誘
致
等
の
た
め
に
、
民
間
（
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
業
界
や
地
元
の
ガ
イ
ド
な

ど
）
か
ら
正
規
に
環
境
省
職
員
（
利
用
企

画
官
）
と
し
て
約
50
名
を
採
用
し
、
各
地

方
環
境
事
務
所
に
配
属
も
行
い
ま
し
た
。

危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
起
こ
り
始
め

て
い
ま
す
。
檜
枝
岐
村
か
ら
申
請
さ
れ
て

い
た
国
有
地
に
あ
る『
針
葉
樹
林
伐
採
を
、

環
境
省
が
２
０
２
１
年
10
月
に
認
可
し

た
』
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
国
宝
級

の
保
護
地
区
に
あ
る
針
葉
樹
林
の
伐
採
を

環
境
省
が
認
可
す
る
理
由
は
、
沼
山
峠
休

憩
所
か
ら
の
尾
瀬
沼
の
眺
望
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
の
よ
う
で
す
。
尾
瀬
の
沼
山
峠

周
辺
は
、
奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
区

で
あ
り
、
緑
の
回
廊
と
い
う
尾
瀬
の
生
態

系
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
森
林
で
す
。

ま
た
、
こ
こ
は
水
源
涵
養
保
安
林
に
も
指

定
さ
れ
、
国
民
の
大
事
な
水
源
と
し
て
守

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
般
市
民
や
有
識
者
か
ら
、「
尾
瀬
の

自
然
を
守
ろ
う
」
と
の
声
が
あ
が
り
始
め

て
50
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
貴

重
な
自
然
を
残
そ
う
と
い
う
機
運
が
、
国

は
じ
め
市
民
に
も
多
少
な
り
と
も
醸
成
さ

れ
て
き
た
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
国
立
公
園
特
別
地
域
に
対
し
て
、

時
計
の
針
を
逆
回
転
す
る
よ
う
な
政
策
が

打
ち
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
で
見
て
き
た
尾
瀬
が
抱
え

る
様
々
な
問
題
も
、
容
易
に
は
解
決
さ
れ

ま
せ
ん
。

「
尾
瀬
を
守
る
会
」
は
、
自
然
保
護
の

観
点
か
ら
、
今
後
と
も
保
護
に
資
す
る
調

査
や
研
究
を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
世
界
中
に
蔓
延

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
に
よ
り
感
染
が
お
さ
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
感
染
者
は
世
界
中
で

2
億
5
千
万
人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
が
世
界
の
気

候
を
激
的
に
変
化
さ
せ
て
、
地
球
全
体
が

無
視
で
き
な
い
被
害
が
発
生
し
て
き
ま
し

た
。
人
間
の
欲
望
で
起
き
て
い
る
こ
れ
ら

の
現
象
に
、
30
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
国
連
環
境
会
議
「
C
O
P
2
6
」

が
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
脱
炭
素
社
会
」
へ
の
目
標
は
、

自
動
車
の
E
V
化
や
石
炭
火
力
発
電
の

禁
止
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
緩
や
か
な
合

意
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新
年
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人
　
緑
の
地
球
防
衛
基
金

理
事
長
　
大
石
　
正
光

北
極
・
南
極
の
氷
河
が
溶
け
出
し
て
、

世
界
の
海
水
面
の
上
昇
が
確
実
に
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
世
界
の
異
常
気
象
は
、
豊
か

な
国
も
貧
し
い
国
も
逃
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
現
実
で
す
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
と
、
次
か

ら
次
へ
と
難
問
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

個
々
人
の
欲
望
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、

世
界
中
の
人
間
の
欲
望
が
合
わ
さ
れ
る
と

膨
大
な
量
に
な
り
、
こ
の
小
さ
な
地
球
で

は
呑
み
込
め
ま
せ
ん
。

大
切
な
地
球
を
守
っ
て
い
る
大
気
圏
を

破
壊
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
た
ち

若
者
の
努
力
が
実
る
よ
う
に
、
我
ら
も
行

動
す
べ
き
時
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
も
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

29100910 緑の地球新聞_155.indd   329100910 緑の地球新聞_155.indd   3 2021/12/23   14:382021/12/23   14:38



緑の地球新聞　第155号 （4）2022年1月5日発行

使用済み切手等売上表
（9月16日〜12月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 195,807 円

未使用／書き損じハガキ 17,356 円

外国コイン＆紙幣 360 円

合　　　計 213,523 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
９
月
16
日
〜
12
月
15
日
敬
称
略
）

市
川
浩
一
、
市
川
元
子
、
榎
本
邦
彦
、
追

立
隆
男
、
岡
本
純
子
、
沖
津
淑
子
、
佐
藤

和
子
、武
田
庄
次
、富
沢
千
代
、中
泉
亜
紀
、

中
野
寿
人
、
長
谷
川
公
子
、
林
央
、
松
本

幸
子
、
山
口
元
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
９
月
16
日
〜
12
月
15
日
敬
称
略
）

㈳
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
ア
ッ
プ

ワ
ー
ド
、
安
藤
産
業
㈱
、
㈱
エ
ム
・
シ
ー
・

ス
ク
エ
ア
、
共
和
食
品
㈱
、
光
陽
精
機
㈱

つ
く
ば
工
場
、
㈱
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、シ
ー
キ
ュ
ー

ブ
㈱
、
㈱
シ
マ
セ
イ
、
清
水
建
設
㈱
安
全

環
境
本
部
、
清
水
建
設
㈱
営
業
総
本
部
、

大
成
建
設
㈱
横
浜
支
店
、
ダ
イ
ジ
ク
㈱
、

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
愛
媛
県
本
部
、「
小

さ
な
親
切
」
運
動
本
部
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー

マ
ツ
グ
ル
ー
プ
、
東
京
少
年
友
の
会
、
東

陽
商
事
㈱
仙
台
支
店
、豊
島
岡
女
子
学
園
、

戸
田
建
設
㈱
、
中
津
沖
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
日
本
製
紙
㈱
紙
パ
ッ
ク
営
業
本
部
、

日
本
郵
便
㈱
市
川
大
洲
郵
便
局
、
日
本
郵

便
㈱
市
川
本
北
方
郵
便
局
、（
一
財
）
日

本
品
質
保
証
機
構
、
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
㈱
、

㈱
富
士
通
パ
ー
ソ
ナ
ル
ズ
、
前
澤
給
装
工

業
㈱
、
㈱
松
村
組
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱
、

三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
、
㈱
ミ

ラ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
緑
の
会
、
㈲
山

内
道
路
、
ヤ
マ
モ
ト
木
材
㈲
、
郵
船
商
事

㈱
、
㈳
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ユ
ニ

オ
ン
ツ
ー
ル
㈱
、
和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
㈱

寄
付
協
力
者

（
９
月
16
日
〜
12
月
15
日
敬
称
略
）

飯
塚
友
康
、
石
本
信
二
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
榎
本
邦
彦
、
大

渕
清
孝
、
田
中
和
子
、
寺
山
正
義
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
森
口
修
、
渡

邉
公
伸

２
０
２
２
年
度

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」

の
助
成
14
団
体
決
ま
る

当
基
金
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、様
々

な
環
境
保
護
団
体
に
資
金
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、同
社
発
行
の
「
地

球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の
利
用
額
の
０
・

５
％
相
当
の
寄
付
金
が
当
基
金
に
贈
ら
れ
、

そ
れ
を
財
源
と
し
て
毎
年
度
環
境
保
護
団

体
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
助
成
対
象
団
体
の
選

定
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
８
～
９
月

の
２
か
月
間
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
応
募

が
あ
っ
た
18
団
体
を
対
象
と
し
て
、
11
月

の
審
議
委
員
会
、
12
月
の
理
事
会
に
お
い

て
慎
重
な
審
査
を
行
い
、
次
の
14
団
体
の

事
業
に
助
成
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

①  

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
ｏ
Ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
（
日
本
の
地
球
温
暖
化
対
策
強
化
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
の
た
め
の
提

言
・
普
及
啓
発
活
動
）

② 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熱
帯
森
林
保
護
団
体

（
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ポ
ト
ジ
ャ
リ
ー
ナ
先

住
民
保
護
区
の
消
火
・
防
火
を
目
的

と
す
る
「
消
防
団
事
業
」）

③  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
尾
瀬
国
立
公
園
に
お
け
る
①

自
然
環
境
教
育
事
業
、
②
尾
瀬
の
自
然

保
護
に
関
す
る
調
査
研
究
、
③
自
然
環

境
保
護
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
）

④  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
沿
線
の

外
来
植
物
除
去
事
業
及
び
啓
発
活
動
）

⑤  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夏
花
（
沖
縄
県
石
垣
島
白

保
地
区
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
保
全
活
動
）

⑥  

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協

会
（
ネ
パ
ー
ル
中
部
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
地

方
に
お
け
る
果
樹
栽
培
の
持
続
型
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
展
開
）

⑦  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ

ピ
ー
オ
ー
（
遠
州
灘
海
岸
に
お
け
る

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
産
卵
地
の
環
境
保

護
及
び
調
査
活
動
）

⑧  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会
（
静

岡
県
磐
田
市
の
桶
ヶ
谷
沼
に
お
け
る
ト
ン

ボ
の
種
の
保
全
と
自
然
環
境
保
護
活
動
）

⑨ 
上
総
自
然
学
校

（
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に
お
け
る
ト
ン
ボ

の
保
護
区
の
保
全
、
里
山
再
生
）

⑩  

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護

基
金
（
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
密
猟
防
止
の

た
め
の
、
国
内
象
牙
市
場
閉
鎖
に
向

け
た
活
動
及
び
政
策
提
言
）

⑪  

真
庭
遺
産
研
究
会（
岡
山
県
真
庭
市
を

拠
点
と
し
た
、
真
庭
清
流
自
然
学
校
に

よ
る
日
本
最
大
級
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
生
息
地
で
の
環
境
保
全
活
動
）

⑫ 

虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会

（
北
海
道
標
茶
町
等
に
お
け
る
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
繁
殖
と
河
畔
林
造
成
）

⑬  

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護

活
動
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
植
林
活
動
）

⑭  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検

隊
（
大
都
市
大
阪
の
里
山
に
舞
え
！

未
来
の
森
の
守
り
人
）

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済み
切手などをお送り下さりありがと
うございます。
　当基金では、皆さまからお送り
いただいた「未使用／使用済み切
手」「未使用／書き損じハガキ」「外
国コイン＆紙幣」の売上金を植林
活動等に役立てています。
　この時期、余った年賀状、書き
損じの年賀状がありましたら、ご
協力の程お願いいたします。
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